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資料８
政策討議「農業」



目指す姿
・施設型第一次産業により安全・安心を担保し、IoT、AIを活用したITファーム（ITグリーンハウス、
IT養殖等）のコンプレックス化を行い、輸出の拡大とサービス事業の新ビジネスを創出する。
・2025年のアジア富裕層（8億人）をターゲットに10兆円の価値創造を目指す。
・各機関が活用できるオープンなICTプラットフォームを作り産産学官連携で事業の拡大を推進する。
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ブロックチェーンによる情報・物流ネットワークの構築
●ブロックチェーンを活用したネットワークを構築することによりサイバーセキュリティを担保し、関連する各デー
タベース（DB）の相互利用を行なう。

●各種センサにより生産、流通過程での情報を高度化させ、ビックデータとAIにより生産・物流全体プロセ
スの最適化を行なう。

●新たなJASで第一次産品の規格認証を行ない、圃場の栽培情報、分析結果、輸送情報等をDB化す
ることで国際的信頼性を高めていく。
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●ブロックチェーンで情報を共有化することにより、生産性を向上させ、食の安全・安心を担保し、第一次
産業のバリューアップを行なう。

ICTプラットフォーム構築による期待効果
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